
 

令和４年度 全国学力・学習状況調査 
 

臼杵市の結果の受け止め 

（分析および今後の取組み） 



【全国学力調査】 臼杵市全体の概要について

直近6年間の経年変化（全国平均正答率：合計値との差の推移）
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数値の高いもの 数値の低いもの

〇正答率が全国値を上回った設問は 14問中８問 

○市内全中学校が全国値を上回った設問は 1問 
・「文脈に即して漢字を正しく書く」 

(言葉の特徴や使い方に関する事項) 85.3％（全国＋4.2％） 

 

〇正答率が全国値を下回った設問は、14 問中６問 
・「論理の展開などに注意して聞く」（話すこと・聞くこと）  

58.5％ （全国－6.3％） 

・「自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話

す」（話すこと・聞くこと） 51.0％ （全国－0.8％） 

・「表現の技法について理解する」（言葉の特徴や使い方に関す

る事項）          40.8％ （全国－11.7％） 

・「事象や行為、心情を表す語句について理解する」（言葉の特

徴や使い方に関する事項）  81.6％ （全国－2.4％） 

・「行書の特徴を理解する」（我が国の言語文化に関する事項）

38.8％ （全国－0.6％） 

・「漢字行書とそれに調和した仮名の書き方を理解する」（我が

国の言語文化に関する事項） 80.8％ （全国－0.3％） 

【成果】 
○臼杵市の正答率は 69で全国・県平均（大分県 69、全国値 69）と同等である。 
○「知識及び技能」3領域中１領域「情報の扱い方に関する事項」は全国・県平均を上回った。 
○「思考力、判断力、表現力等」3領域中２領域「書くこと」「読むこと」は全国・県平均を上回った。 
○無解答が少ない。（14問中 10 問が全国を下回り、うち３問は無解答率 0％）。 
○低学力層の生徒（正答数５問以下）の割合が県平均より少ない。 
○生徒質問紙調査から、生徒に国語の学習の必要性や有用性を意識させることができていると言える。 
・「国語の授業の内容はよく分かりますか」 85.9％（県 81.2 全国 81.2）  
・「国語の勉強は大切だと思いますか」当てはまる・どちらかといえば当てはまる 92.3％（県 93.4 全国 93.2） 
・「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか」 92.0％（県 90.1 全国 89.7） 

【課題と対策】 
〇例年各種学力調査の「読むこと」の正答率・達成率が低いので、国語部会でも小中連携して「読むこと」の指導

法を改善する必要がある。 
○授業で教材の内容を教えるのではなく、別のテキストでも使うことができる読み方を指導する。 

場面展開や心情、行動、言動の意味、ものの見方・考え方を読み取るための「読み方（スキル）」を指導し、読
みの汎用性を高める。 

○文法の指導にあたっては、授業で「知識・技能」を正確にインプットし、日常生活の一場面を想定して「知識・
技能」を適切に「思考・判断・表現」するためのアウトプットする活動を取り入れる。また、定期テストでも「知
識・技能」の正確性と「思考・判断・表現」の適切さを判断する問題を出題し、定着を図る必要がある。 

○臼杵市平均では正答率が全国を越えている問題も、正答率に学校差（３三：最大 45.4）があり、課題が見られる
問題も各校で異なる。各校で事項の分析を十分に行い、必要な指導事項を明確にして、授業改善する必要がある。 

○生徒質問紙調査から、国語の教科学習に対する興味をもたせたり、粘り強く学習する姿勢を身に付けさせたりす
る指導が必要であることが分かる。【成果】で述べたように、国語の学習の必要性や有用性は意識しているため、
生徒にとって「分かって楽しい」学習をめざすべきであると考える。 

・「国語の勉強は好きですか」  64.5％（県 64.8 全国 61.9） 
・「今回の国語の問題では、解答を文章で書く問題がありました。それらの問題について、どのように解答しました

か。」すべての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した。91.4％（県 95.8 全国 94.7） 
○生徒質問紙調査「解答時間は十分でしたか（国語）」によると 16.3％（全国 13.3）の生徒が、不足を感じている
ので、テキストを素早く読む指導や、時間内に解答する指導が必要である。 

○国語科の授業で学習して習得した「知識・技能」を定着・日常化させたり、実際の日常生活の場面（会話・日記・
生徒会活動・敬語の使い方等）や他教科（班での話合い・論理的な説明・資料の読み取り等）での指導のチャン
スを有効活用したりするために、国語科での学習内容を他教科にも発信することが必要である。また、カリキュ
ラムマネジメントの観点からも、各教科の授業者が国語科の既習事項を把握しておくことは、その教科での学習
活動をスムーズにしたり、理解を深めたりするのに有効であると考える。 

【臼杵市】令和４年度 全国学力・学習状況調査結果（中学校：国語） 
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【臼杵市】令和４年度 全国学力・学習状況調査結果（中学校：数学） 



 

 

【臼杵市】令和４年度 全国学力・学習状況調査結果（中学校：理科） 



【       】 
 

 

 

１ 調査結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 臼杵市の児童･生徒質問紙の調査結果をふまえて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 全国学力・学習状況調査結果（児童・生徒質問紙） 

児童質問紙 

生徒質問紙 



【      】 

 

１ 調査結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ○○市町村の学校質問紙調査の結果をふまえて 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 全国学力・学習状況調査結果（学校質問紙） 

小学校：学校質問紙 

中学校：学校質問紙 


